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栂
崎
は
正
面
口
か
ら
約
十

分
。
看
板
は
な
く
、
正
確
な
場
所

を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
。 

 

竜
ノ
口
か
ら
進
む
と
、「
河
幅

が
急
に
闊
（
ひ
ろ
）
く
な
り
瀬
の

音
も
静
ま
っ
て
何
と
な
く
救
は

れ
た
や
う
な
落
着
を
覚
え
て
来

る
、
と
、
河
は
程
な
く
左
へ
曲
が

っ
て
正
面
に
『
五
立
』
の
険
崖 

      
さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー
は
、
三

回
の
ガ
イ
ド
育
成
講
座
を
実
施

し
、
学
生
は
本
番
に
備
え
て
、
安

芸
太
田
町
の
小
学
生
ら
七
人
と 

               

を
望
む
、
此
処
が
栂
崎
で
あ
る
」

と
、
熊
南
峰
の
三
段
峡
案
内
（
一

九
二
六
年
）
に
あ
る
。 

   

栂
崎
の
ツ
ガ
（
栂
）
が
、
枝
を

伸
ば
し
た
先
の
川
中
に
、
兜
石

が
あ
る
。
私
は
南
峰
の
文
献
に 

そ
の
名
称
を
見
つ
け
て
い
な

い
、 

  

     

プ
レ
体
験
活
動
を
し
た
。
さ
ん

け
ん
は
育
成
講
座
の
ほ
か
、
ア 

マ
ゴ
の
調
理
指
導
や
学
生
が
考

え
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
具
体
化 

                

い
。
栂
崎
の
目
印
と
し
て
後
に

付
け
ら
れ
た
と
想
像
す
る
。
い

つ
し
か
兜
石
の
方
が
有
名
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

「
つ
が
さ
き
」
と
呼
ぶ
が
、
南

峰
は
「
と
が
さ
き
」
と
仮
名
を
振

っ
て
い
る
。
ト
ガ
は
ツ
ガ
の
別

名
で
、
地
名
で
は
鎌
倉
期
の
明

恵
上
人
が
日
本
で
初
め
て
茶
の 

        

出
来
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
。 

 

子
供
た
ち
は
用
意
さ
れ
た
プ

ー
ル
で
ア
マ
ゴ
を
つ
か
み
取

り
、
恐
る
恐
る
竹
串
に
突
き
刺

し
た
。
焼
い
た
ア
マ
ゴ
と
安
芸

太
田
名
物
「
漬
物
焼
き
そ
ば
」
を

頬
ば
っ
た
。
午
後
か
ら
は
学
生

が
三
段
峡
の
ガ
イ
ド
を
担
当
。

た
た
ら
製
鉄
の
「
カ
ナ
ク
ソ
」
や

橡
餅
の
「
ト
チ
ノ
キ
」
な
ど
に
触

り
な
が
ら
、
歴
史
や
自
然
を
案

内
し
た
。 

 

ガ
イ
ド
講
座
は
学
生
に
、
自

然
を
見
つ
め
る
視
点
と
参
加
者

を
思
い
や
る
技
術
を
伝
え
る
の

が
目
的
。
学
生
は
「
安
芸
太
田
に

関
わ
っ
た
四
年
間
の
集
大
成
に

な
っ
た
」「
子
供
た
ち
に
喜
ん
で

も
ら
っ
た
の
が
何
よ
り
う
れ
し

い
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
。 

    

木
を
植
え
た
「
栂
尾
（
と
が
の

お
）
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

   

南
峰
の
監
修
と
思
わ
れ
る
地

図
で
栂
崎
を
「
梅
崎
」
と
し
た
も

の
が
あ
る
。
栂
尾
を
「
梅
尾
」
と

書
く
例
が
あ
り
、
古
風
な
表
記

に
し
た
の
で
は
な
い
か
。「
と
が 

   

 

中
山
間
地
域
で
活
動
す
る
人

た
ち
で
組
織
す
る
「
ひ
ろ
し
ま

里
山
チ
ー
ム
５
０
０
」
が
企
画

す
る
初
め
て
の
ツ
ア
ー
「
あ
の

人
に
会
い
に
行
こ
う
」
が
九
月 

                   

さ
き
」
が
相
応
し
い
と
個
人
的

に
は
思
う
。 

 

栂
崎
は
穏
や
か
な
空
間
で
あ

る
。
春
に
は
花
々
が
咲
き
、
夏

は
河
鹿
の
声
が
涼
し
い
。
寒
く

な
る
と
小
鳥
が
ね
ぐ
ら
に
す
る

三
段
峡
の
ゆ
り
か
ご
だ
。
南
峰

も
「
平
和
の
象
徴
」
と
表
現
し

て
い
る
。 

 

（
松
尾 

俊
孝
） 

一
日
、
三
段
峡
で
あ
っ
た
。
参 

加
者
は
チ
ー
ム
５
０
０
か
ら
五

人
、
県
職
員
二
人
、
シ
ー
ズ
総
合

政
策
研
究
所
一
人
の
計
八
人
。 

 

本
宮
理
事
長
と
小
林
副
理
事 

                    

長
が
、
正
面
口
か
ら
く
り
岩
ま

で
、
歴
史
や
植
物
、
景
観
な
ど
に

つ
い
て
五
時
間
か
け
て
ガ
イ
ド

し
た
。
散
策
後
、
中
国
財
務
局
職

員
四
人
も
加
わ
っ
て
、「
自
分
か

ら
学
び
楽
し
む
三
段
峡
ガ
イ
ド

の
工
夫
」
を
話
し
合
っ
た
。 

   

盛
り
上
が
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
後
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

ア
マ
ゴ
な
ど
安
芸
太
田
町
の
恵

み
を
堪
能
、
親
睦
を
深
め
た
。 

 

ツ
ア
ー
に
よ
っ
て
広
島
の
里

山
で
活
動
す
る
仲
間
た
ち
と
新

た
な
交
流
が
生
ま
れ
た
。
さ
ん

け
ん
会
員
の
中
本
祥
二
さ
ん
は

「
外
部
の
意
見
が
新
鮮
だ
っ

た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
笑
顔

だ
っ
た
。 

         

さ
ん
け
ん
新
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 一口メモ 

百
㍍
と
も
言
わ
れ
る
峡
内
一

長
い
淵
だ
が
、
一
九
八
八
年

の
大
洪
水
以
降
、
土
砂
が
埋

ま
り
浅
く
な
っ
た
。
以
前
は 

 

 

正
面
口
の
橋
の
下
、
澄
み
切

っ
た
長
淵
が
奥
深
い
渓
谷
を

予
感
さ
せ
る
。
百
㍍
と
も
、
二 

 

岩
の
飛
び
込
み
台
が
あ
っ
た
。

今
は
冷
た
い
水
に
足
を
浸
す

カ
ッ
プ
ル
や
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

者
を
迎
え
て
い
る
。 

小径歩く時間旅行者   

松尾 俊孝さん 

 

子供の頃からの三段峡フ

ァン。熊南峰が生きた時代の

美意識・文人趣味に思いを馳

せ、名勝の風景を捉え直す。 

南峰が残した文献を丹念に読み返し、幾度と

なく足を運んで現場を確認している。 

風景に溶け込む小径を歩きながら「三段峡

は南峰の作品だ」と話す。時代の流れの中で

変化した今の美意識とは違う視点で見ると、

渓谷や断崖は百年後の今、新鮮な感動があ

る、と説く。南峰との二人三脚、「三段峡の

時間旅行者」とでも呼ぼうか。   （炎） 

▼
長
淵 

 

 

南
峰
と
歩
く 

② 

栂
崎
（
つ
が
さ
き
・
と
が
さ
き
） 

■
峡
内
の
ゆ
り
か
ご 

■
目
印 

川
中
の
兜
石 

瀬
音
静
ま
り 
救
は
れ
た
や
う
な
落
着 

町
の
恵
み
を
堪
能 

里山の仲間たちと交流 
「学び、楽しむガイド」探る 

 

小林副理事長（左）の説明を聞くツアー参加者 

「
ガ
イ
ド
育
成
講
座
」 

の
学
生
４
人 

自
然
体
験
学
習
で
三
段
峡
を
案
内 

広島修道大学ひろみらプロジェクト「知って、学び、

遊ぼう！安芸太田町」が８月２３日、広島市立大塚小

学校の親子１２人が参加して三段峡で開かれた。「さ

んけんガイド育成講座」を受講した学生４人が、アマ

ゴのつかみ取りや自然体験学習をサポートした。 

さんけん 修道大プロジェクトを支援 

三段峡でガイドする修道大の学生 


